
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

瀬戸田診療所 

広報誌 れもん 

 

    

 

 
 

第 23号 

瀬戸田診療所は、かかりつけ医として皆様が島で 

安心して暮らし続けることができるよう支援します 

令和 8年１月 

 

 

2026年 午年（うまどし） 

本年もよろしく 

お願いいたします 

新年あけましておめでとうございます。所長の大西でございます。皆様には、健やかに新春をお

迎えのことと心よりお慶び申し上げます。 

本年は午年。馬は古くから人と共に歩み、力強さとしなやかさ、そして前へ前へと進む象徴とさ

れてきました。瀬戸田診療所は県から移管されもうすぐ 17 年目を迎えます。近年、医師も含めた

働き方改革や、物価高に見合わない診療報酬改定で、医療の取り巻く環境が大きく変化し、どこ

の医療機関も厳しい状況となっておりますが、引き続き瀬戸田診療所としては職員一同、島の皆

様が安心して暮らせるよう近隣の医療機関と連携し、地域医療の充実に向けて、一歩一歩着実

に歩みを進めてまいりたいと思います。 

さて、新型コロナ感染症は 5類に移行され随分時間が経ちましたが、依然ご高齢の方や基礎疾

患のある方は重症化のリスクが高く、可能であればワクチン接種、日頃から人込みに出かけるとき

はマスク着用・手洗いの徹底で予防につとめていただければと思います。 

本年が皆様にとって、健康と笑顔に満ちた実りの多い一年となりますよう心よりお祈り申し上げま

す。本年もよろしくお願いいたします。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

部門紹介 セーフティマネジメント部会 
セーフティマネジメント部会は、安心安全な診療所を目指して、医療安全・事故防止

に取り組んでいます。今回は、看護科を中心に取り組んでいる「Safty-Ⅱ（セーフティ 

ツー）」について紹介します。これは、医療現場の『うまくいっていること』に着目し、その

成功要因を強化することで、より強靭で安全な医療システムを構築する方法です。 

診療所でも、業務の中で危険性に気づいて、危険を防ぐことが出来た事柄を拾い

上げる取り組みを始めました。自分が危険性に気づいて未然に防いだら「お宝発見メ

モ」、危険性に気づいて未然に防いでくれた人に対しては「ありがとうメモ」を日々書い

て、ポストに入れていきます。そして、毎月集計して最も良かった気づきを投票で決

め、レモン🍋形の紙に書いて掲示しています（写真）。うまくいっている気付きを伝える

ことが、医療安全につながると感じられる、ポジティブな取り組みです。 

 

ポストとメモ              レモンの木（セーフティ ツリー） 

 

お宝 

発見メモ 
ありがとう 

メモ 

🍋レモンがたくさん実りました！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2025年 こんなことがありました 

・ 4月 オムツ交換の研修 
診療所が使用しているオムツの当て方について、全看護職員が研修を受けました。

職員同士でお互いにオムツを当ててみながら、オムツの重ねすぎやズレがいかに不快

か、適切な当て方でいかに尿漏れを防ぐことが出来るのか等を学びました。また、看護

職員 3 名が更に研鑽を重ね、オムツ交換の「マイスター」資格を取得しました。今後も、

定期的な研修を繰り返し、適切なオムツの選定・当て方を行っていきたいと思います。 

・9月 リレーフォーライフ広島（尾道） 
がん征圧を目指すチャリティーイベント、リレーフォーライフ広島（尾道）に、診療所ス

タッフが参加してきました。例年、診療所のがん患者さん・お看取りをさせて頂いた患者

さん方に思いを馳せる場にもなっています。 

診療所スタッフによる切り絵の灯篭にも、明かりが灯されました⇒ 

・11月 認定看護師による感染ラウンド 
尾道地区の 10 の医療機関が参加している、感染対策に関わる合同カンファレンス

に、診療所も年 4 回すべてに参加し、感染状況などの情報交換を行っています。今年

は初めて、病棟・外来の感染ラウンド（見回り）に市民病院の感染管理認定看護師が来

院しました。適切な助言をもとに、今後の改善に努めたいと思います。 

・研修医の受け入れ 
12～1月にかけて、市民病院からの研修医を 1名受け入れました。 

 
 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

常勤医 ２名（内科） 所長 大西
おおにし

 毅
つよし

、小林
こばやし

 愛沙
あ い さ

 

 

 

ホームページから広報誌「れもん」が読めます！ 
「瀬戸田診療所」で診療所のホームページを検索、「病院の紹介」の欄の一番下にある 

青色の『広報誌れもん』のボタンをクリック！（押す）。 

第 18号以降の「れもん」が読めます。 

 

接遇標語・医療安全標語 
診療所の全スタッフが作成した標語の中から、投票で最優秀賞を 2点選びました。。 

瀬戸田診療所には、訪問・外来・病棟の 3つの部門があり、密に連携しています 

外来    平日 午前９時～１２時 

（受付は８時３０分～１１時まで） 

救急診療   平日 午前８時３０分～午後５時１５分 

（受付は午後４時３０分まで） 

当番日   午前９時～午後５時まで受付 

第１・３・５日曜日、及び祝日 

お盆、年末年始 

尾道市健診 水曜日 午前中  ※大腸カメラは午後 

糖尿病フットケア外来 予約制 

なんでも相談  月３回不定期、院内に掲示 

 

 


